
「道路土工－軟弱地盤対策工指針（平成２４年版）」の対応

ＣＯＳＴＡＮＡ Ver. 16.2Ｆ

性能設計版に 「道路土工-軟弱地盤対策工指針（平成２４年版）」 の基準を追加しました。

性能設計版ＣＯＳＴＡＮＡ－ＰＤで計算条件の基準設定（軟弱地盤対策工指針）画面
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道路土工－軟弱地盤対策工指針（平成２４年版）」の対応

ＤＥＣＡＬＴＯ Ver. 15.1D

「道路土工-軟弱地盤対策工指針（平成２４年版）」に対応した二次圧密沈下量の式を追加しました。

二次圧密沈下量計算の選択画面
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「道路土工-軟弱地盤対策工指針（平成２４年版）」に

対応した液状化判定の入力方法について

ＬＩＱＵＥＵＲ Ver. 15.1

『道路土工－軟弱地盤対策工指針（平成24年度版）』に準拠した液状化判定を行う

場合、『道路橋示方書・同解説 H24年』の判定基準を選択し、設計水平震度を変更

することにより対応できます。

①．液状化判定基準を『道路橋示方書・同解説 H24年』、

判定方法を『設計震度と実測N値及び測定深さを用いる』

を選択し、必要なデータをすべて入力る液状化判定の方法

②．モデル化]-[指定基準データ]を選択し、『道路橋示方書・

同解説H24年 地層データ』ダイアログで『設計水平震度

の任意値入力』にチェックを入れ、算定した設計水平震度

を直接入力る液状化判定の方法

【操作手順】る

地域別

補正係数

(※)

A ：1.00

B ：0.85

C ：0.70

設計水平震度

小数点以下２桁に丸める

(※)地域別補正係数は、

「道路土工要綱 資料－１

地震動の作用」を参照

してください。

③．計算の実行

※※出力される基準名を変更する場合は、[設定データ]の[表示する基準名の変更]に

チェックを入れ、名称を直接入力


